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（絵の説明）
「牛乳を飲むと元気が出て笑顔になれる」という、牛さんの牛乳パワーのすごさをみ
んなに伝えたくてこの絵を描きました。

　 令和７年度

「牛乳大好き！絵画コンクール」受賞作品
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議長団　丸山昭博氏（左）　坂本登志男氏（右）
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　酪農家の皆様、日々の営農ご苦労様です。令和６年６月１日より全酪連大阪支所購買畜産課の畜産担
当として、早２年が経過したところです。最近、牛の改良に関して驚きの技術を教えてもらいました。
なんと３ヶ月齢の子牛から、体外胚生産技術（OPU）により卵子を採卵し、ゲノム検査で選別された
選別精液で体外受精（IVF）させてその受精卵を経産牛に移植するというものです。よく考えてみます
と、妊娠期間280日に受精卵に仕上げる期間を足して約10ヶ月、この受精卵を移植して生まれた子牛は、
なんと13ヶ月齢で生まれることになります。採卵した子牛が初妊牛23ヶ月分娩した場合よりも10ヶ月早
く生まれることになります。牛の改良技術は日々進歩しており、体外胚生産技術（OPU）や体外受精（IVF）
などにより、優良牛の能力をこれまで以上に次世代へつなぐことが可能となっています。一方で、酪農
現場では改良だけでは解決できない課題も数多く存在します。前置きが長くなりましたが、今回はその
一例として「特定の従業員にだけ攻撃する牛」への対応について紹介します。
　今回は本会預託事業の受入農場の担当職員より「特定の従業員にだけ攻撃する牛がいます。今後授精
する牛でありますので従業員だけでなく授精師、獣医師にも同じような危害を加えた際に責任は負える
のか？危険なので対応について考えていますが、こちらとしてできることは捕獲してブラッシング等を
使い、人に慣れさせることくらいしか思いつきません。何かいい案があれば教えてください」と言う相
談内容です。
この相談に関する対応について回答
　人に慣れさせる対応だけで進めるのは危険を伴う可能性もありますので、攻撃が起きる条件を把握・
管理することをまずは優先した方がよいと考えます。
　今回のように「従業員にだけ攻撃する」という状況は、牛が無差別に荒いというより、特定の人・動
き・場面に反応している可能性が高いかもしれません。
１）想定される要因としては、以下のような要因があるかもしれません。
　・過去の嫌な経験（追い立て、強い刺激、痛みを伴う処置など）
　・人ごとの動きの違い（近づき方、声、目線、急な動作等）
　・特定の場面（給餌前、移動時、狭い通路など）
　・疼痛や不快感（蹄、関節、外傷、乳房など）
　・人に対する行動の学習（押せば人が下がる、という経験など）
２）対応としては以下の順で進めるのはどうでしょうか？
　①まずは事故防止の運用を徹底する
　　・単独対応を避け、２名以上で対応
　　・担当者をできるだけ固定し、反応を見ながら対応
　　・人の退避ルートを確保したうえで作業
　　・狭い場所で正面から対峙しない
　　・柵越し・パイプ越し対応を基本とする
　　・危険個体として現場内で明示・共有する
　②攻撃行動の発生条件を記録する
　　感覚ではなく、記録に落とし込むことで対策を具体化しやすくなります。
　　最低限、以下の項目を１週間程度記録してみてはいかがでしょうか。
　　・発生時間
　　・対象者（誰に反応したか）
　　・場所
　　・作業内容（給餌、移動、清掃、治療など）
　　・牛の前兆（耳、頭の向き、足踏み、尾など）
　　・実際の行動（頭突き、突進、押し、蹴り）
　　・直前の環境（音、他牛、機械、犬など）

特定の従業員に攻撃してくる危険牛への対応について
全国酪農業協同組合連合会　大阪支所　購買畜産課　牛島　隆一
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　③疼痛・疾病の確認を優先する
　　急に攻撃性が強くなった場合は、性格ではなく身体的要因の可能性もあります。
　　特に、蹄・関節・外傷・乳房痛・発熱などは一度確認しておくことをお勧めします。
　④慣らし対応を行う場合の進め方（ブラッシング等）

ブラッシング自体は有効な可能性がありますが、「捕まえて慣らす」形は手順を誤ると逆効果にな
り得ます。
実施する場合は、以下のように段階的に進めるのが安全です。

　　・まずは触らずに、安全距離で短時間の接近を反復
　　・同じ担当者・同じ方向・同じ声量で対応を統一
　　・反応が弱い部位から短時間で接触
　　・「近づく→落ち着く→離れる」の終わり方を統一
　　・必要に応じて給餌と組み合わせて良い印象を作る（過度な興奮には注意）
　⑤従業員間で対応ルールを統一する
　　従業員ごとに対応が異なると、牛側の反応が強くなりやすくなります。
　　以下のような点を現場内でそろえると効果が出やすいです。
　　・近づく角度
　　・声かけの有無・声量
　　・追うスピード
　　・道具の使い方
　　・触る位置
　　・離れるタイミング
　⑥それでも危険性が高い場合

前兆なく突進する、人を狙ってくる、繰り返し強い攻撃が出る場合は、慣らしよりもリスク管理を
優先すべきかと思います。
その場合は、担当者限定・接触作業の最小化・保定前提での作業が大事かと思います。
＊現場の安全確保が最優先ですので、まずは事故防止の方向を固めたうえで、発生条件の記録と要

因確認から進めるのが良いと思います。
まとめ
　今回紹介した内容は、本会畜産担当者内での情報共有メールで交わされたやり取りです。酪農現場に
精通した担当者による実践的な意見であり、参考になる内容と考えご紹介しました。この要件に対し、
何人かの現場担当者から意見が飛び交いました。従業員を使うのであれば安全が第一です。従業員の安
全を第一に考え、労働災害を未然に防ぐためにも、危険性が高いと判断される場合は早めに対応方針を
決定することが重要との意見で一致しました。
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　さあ、夏本番です。連日の猛暑、夜も気温が下がらず牛達はどんどん乾物摂取量が落ち、乳量は出な
い、種は付かない…経営の損失は計り知れません‼
　でも、まだやれることはあるはずです。「もう暑いから今更食わねえし…」とあきらめてませんか？
　栄養管理でできることの最低限３つだけでも実践し、暑い夏を乗り切りダメージを最小限に食い止め
ることが大事です。
１．水分補給　　２．ビタミン・ミネラル　　３．塩・重曹
※泌乳量別の飲水量（目安）気温上昇により大きく増加する。

１．水分補給
　暑熱時には飲水量が20～50％増加します。高い泌乳量の乳牛の飲水量は200ℓにもおよぶ牛もいます。
充分な水量と水質、飲みやすさを提供してあげることが暑熱対策の中でも重要なベースとなります。
①水　量

　牛は搾乳後と採食後に最も多くの水を飲みます。ミルカーの洗浄時間と重なる時間帯でも十分飲水
できる水圧が必要です。
　ウォーターカップで飲んでいるときに「ズズズーッ」とすする音がしていたら完全に水圧不足です。
減圧器の調整を行い、それでも不足しているようなら配管口径を太くしたり、水道配管の一部交換を
業者へ依頼しましょう。夏の給水能力の目安は18ℓ／分です。
②水　質

　暑熱期の水槽汚れは腐敗しやすいので飲水量を低下させる原因です。飲水量が減ると採食量も減る
ため頻繁な清掃（できれば１日１回）を行うことが重要です。特にフロート式水槽は見た目がきれい
でも上蓋をはがすとコケが生えたり汚れがこびりついたりと目に見えない部分の汚れのせいで水質が
劣化していることが多々あります。

※雇用を増やしてでも頻繁な清掃を行うべきと言われるほど価値があります。
③飲みやすさ

　フリーストールでの水槽設置数は、15頭に１台、１群に２台以上が目安。サイズは１頭当り10㎝必
要です。水槽を設置している横断通路は、飲水している牛の後ろを他の牛が１頭以上通過できるスペー
スを確保しましょう。飲み口が広く、飲水する時に邪魔なものがない構造が理想。

夏場の栄養管理を徹底しよう

泌乳量（１日） 飲水量（１日）
10㎏ 約40～60ℓ
20㎏ 約70～100ℓ 
30㎏ 約100～150ℓ
40㎏ 約130～180ℓ

50㎏以上 約150～200ℓ以上

○ ×
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２．ビタミン・ミネラル
　代謝調節や免疫に関わる他、繁殖にも重要な役割を果たす栄養素です。
　暑熱下では生体の恒常性を維持するうえで必要量が増加します。夏は軟便が発生しやすいことから、
さらに吸収率が低下することも想定されるため、２割程度の増給が必要と思われます。

３．塩・重曹
　塩も重曹も高い能力の乳牛は相当な量を採食する時があるため自由採食できる環境が必要です。固形
塩は、ケースの淵の高さ以下になると極端に摂取量が減るため、夏の間は交換頻度を高めるのが得策。
　暑熱下に必要な重曹は、搾乳牛１日１頭当たり150～300ｇの給与量が必要。
※乾乳牛は低カルや乳房浮腫を防ぐため、給与しないか給与量を制限すること。

ビタミン増給の目安

温度 増給割合

泌乳牛
＞22℃ 10%

＞26℃ 15～20％

育成牛
＞26℃ 10%

乾乳牛

主なビタミン・ミネラルとその機能

ビタミン 機　　　能　　　他 ミネラル 機　　　能　　　他

ビタミンA
免疫機能、繁殖機能維持に必要不
可欠。暑熱ストレスで肝臓に蓄積
されたものが急激に減少する。

カルシウム
体内代謝や情報伝達などの生体調
節機能。生理・生産機能の適正維
持の基本となる。

ビタミンD CaやPの恒常性を維持。日光を浴
びることで生成される。

ナトリウム
カリ

体内の酸塩基平衡や浸透圧の調
節。必要量しか保持されないため
適正給与が必要。

ビタミンE
抗酸化作用。セレンと一緒に給与
することで、ビタミンEの作用が
助けられる。※セレン過剰に注意

微量ミネラル 酸化作用を有する酵素の構成成分
として泌乳牛の健康保持に必須。

ナイアシン
皮膚毛細血管の血流増加により皮
膚から熱を放出し体温上昇を抑え
る。

陽が入らない牛舎はビタミンDの給与が必要

ミネラルボックス自由採食設置例夏は固形塩の交換頻度を高める

7 2026.7月号 2026.7月号

2005.11・12月号 2005.11・12月号



　牛舎でよく見られるハエの中でも、サシバエは特に注意が
必要な害虫です。見た目はイエバエに似ていますが、口が前
方に細長く伸びており、この口器で牛や馬などの皮膚を傷つ
けて吸血します。（図１）発生が多い時期には、牛の体や牛
舎の壁、周辺の草などに多数のサシバエが見られることがあ
ります。
　サシバエに吸血されると牛は尾を振る、身震いする、足を
動かす、落ち着きなく歩き回るといった行動を示します。こ
うした行動は小さな変化のように見えますが、発生が多い状
態が続くと採食や休息が妨げられ、産乳量や増体に影響しま
す。また、フリーストール牛舎では、サシバエを避けようと
して牛が１ヶ所に集まり、長時間立ち続けになってしまうこともあります。さらに、サシバエは病原体
を媒介する可能性があるため、家畜衛生の面からも注意が必要な害虫です。
　サシバエ対策には、堆肥管理や清掃などの発生源対策、防虫ネットや粘着板、殺虫剤や忌避剤などさ
まざまな方法があります。現在飛んでいる成虫を減らしたい場合には、粘着板や殺虫剤などの即効性の
ある対策が役立ちます。一方で数週間後の発生を抑えるには、幼虫や蛹が発育する場所を減らすことが
重要です。つまり、目の前の成虫対策と次世代を増やさない対策を組み合わせることが、安定した防除
につながります。
　その新しい選択肢として注目されているの
が、在来の寄生蜂であるキャメロンコガネコバ
チ（以下、キャメロン）です。名前にハチとつ
きますが、スズメバチのように人や家畜を刺す
昆虫ではありません。体長は２〜３㎜ほどと非
常に小さく、羽のある小さなアリのような姿を
しており、普段の作業中に目立つことはありま
せん。（図２）
　キャメロンは、サシバエやイエバエの蛹に寄
生します。キャメロンのメス成虫は堆肥のにお
いに引き寄せられ、堆肥の中に入り込んでハエの蛹を探します。蛹を見つけると、触角で状態を確認し、
生きている蛹を選んで産卵します。卵からふ化したキャメロン幼虫はハエ蛹の中で成長し、その過程で
ハエは死亡します。つまり、キャメロンは今飛んでいるサシバエを直接減らすのではなく、これから羽
化してくるサシバエを減らす働きをします。
　この方法の利点は、薬剤とは異なる仕組みでサシバエの発生を抑えられる点です。薬剤の使用が難し
い場面や同じ薬剤の繰り返し使用による効果低下が心配される場面では、既存の対策を補う手段として
期待されます。また、キャメロンが寄生したハエ蛹を堆肥舎周辺などに配置する方法であれば、日常作
業の中に組み込みやすい可能性があります。キャメロンによる防除効果を引き出すには、サシバエが増
え始める時期から継続的にキャメロンを導入し、堆肥管理や畜舎清掃などの対策と組み合わせることが
重要です。
　今後のサシバエ対策では、「殺虫剤を使うか、使わないか」という二択ではなく、発生状況や農場の
構造に応じて複数の手段を組み合わせる考え方が大切になります。生産者をはじめ関係者が情報を共有
しながら、各農場で無理なく続けられる防除体系をつくることが大切で、キャメロンは、そのための新
しい選択肢の一つになると考えています。2025年２月には、キャメロンの供給を担う九州大学発ベン
チャー企業が設立されるなど実用化の取り組みが始まっています。

サシバエ対策に新しい選択肢を
九州大学比較社会文化研究院　松尾　和典

図１　サシバエ成虫
（吸血後で腹部が大きく膨れている）

図２　キャメロンコガネコバチ成虫
（人や家畜は刺さず、

基本的に堆肥内でハエ蛹を探して生活する）
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「
供
卵
牛
情
報
と
採
卵
計
画（
８
月
分
）」に
つ
い
て

岡
山
県
農
林
水
産
総
合
セ
ン
タ
ー　

畜
産
研
究
所

　８月の採卵計画をお知らせします。
　ご利用の場合やより詳細な情報が必要な場合は、最寄りの家畜保健衛生所、受精卵移植師の
方等にご相談ください。在庫卵も各種多数ありますので、ぜひご利用お願いいたします。
　なお、能力評価を牛群検定成績から行うため、検定参加農家の方を譲渡対象としています。
　また、採卵予定日や交配予定種雄牛については、急遽変更になる場合がありますので、あら
かじめご了承願います。
　次回の採卵は９月10日㈭を予定しています。
※ご要望・ご意見等ありましたら、畜産研究所までご連絡ください。
【優良牛】（選別性判別無し＠32,560、雌判別@43,450） 供卵牛の遺伝能力評価等 採卵予定日

♀：ＯＡＣ　リツプステイツク　モントーヤ　リア　ライラツク　ＥＴ
登録番号：13909 7316 5
特徴：輸入卵産子、総合指数・産乳成分に優れ

る

８／５
㈬

♂：トウルーパー（614H15179）
特徴：乳器や肢蹄に優れる

総合指数

産乳

耐久性

疾病繁殖

乳代効果

長命連産効果

2908

195

60

5%

3%

17%

89% -63

102549
4%

4%
54044

0
20
40
60
80

100

６月～９月の受精卵移植は、生乳暑熱対応推進緊急対策事業の夏季受精卵移植への奨励金交付対象となりま
す。（１頭２回まで、＠10,000）
事業の詳細は、おかやま酪農協へお問い合わせください。
凍結卵案内（優良牛、ダイレクト凍結卵） Ｒ８年６月末時点

採卵牛 総合指数
（2026年２月）

順位
（上位％） 種雄牛 TPI NTP 個数

ウルル
1390973202

3267 １％

エンパワー（♀） 629H20939 3080 － 6

　 　 トウルーパー（♀） 614H15179 3277 3662 2

キヤツプ
1509873645 3116 １％ パースーツ（♀） 777H11186 3043 3162 4

キヤスト
1354972036 2928 ４％ デデイケート（♀） 551H3590 2991 2756 3

キルト
1354871971 2915 ５％ レツチワース（♀） 550H16110 3155 3048 4

リア
1390973165 2908 ５％ トウルーパー（♀） 614H15179 3277 3662 4

全て選別精液（♀）使用、ダイレクト凍結卵
その他、性判別♀卵（クライオトップ）、一般牛卵もありますのでお問い合わせください。

産子の
ようす

キルト×レツチワース
（現在0.5ヶ月齢）

リア×トウルーパー
（現在５ヶ月齢）
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大お
お

平ひ
ら

諒り
ょ
う
た
ろ
う

太
郎

　

今
年
度
全
酪
連
に
入
会
い
た
し
ま
し

た
。
新
入
職
員
の
大
平
諒
太
郎
と
申
し
ま

す
。

　

酪
農
大
学
校
で
研
修
し
、
蒜
山
の
酪
農

家
さ
ん
に
温
か
く
指
導
し
て
い
た
だ
い
て

こ
の
度
配
属
と
な
り
ま
し
た
。
皆
様
に
顔

と
名
前
を
覚
え
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
精

い
っ
ぱ
い
努
力
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

し
ば
ら
く
先
輩
方
の
後
ろ
を
つ
い
て

回
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
を
教
え
て
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

池い
け

部べ　

昌ま
さ

則の
り

　

こ
の
た
び
、
６
月
１
日
よ
り
蒜
山
エ
リ

ア
も
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
担
当
し
て
ま
い
り
ま

し
た
鳥
取
県
と
あ
わ
せ
、
皆
様
と
の
新
た

な
ご
縁
を
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　

７
月
を
迎
え
、
本
格
的
な
夏
を
迎
え
る

季
節
と
な
り
ま
し
た
。
年
々
厳
し
さ
を
増

す
暑
さ
や
酪
農
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化

を
感
じ
る
中
、
皆
様
に
寄
り
添
い
、
酪
農

経
営
の
お
役
に
立
て
る
情
報
や
ご
提
案
を

お
届
け
で
き
る
よ
う
尽
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

亀か
め

岡お
か　

祐ゆ
う

斗と

　

平
素
よ
り
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　

６
月
１
日
よ
り
勝
英
・
奈
義
地
区
を
担

当
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
以
前
は
愛
媛
県
、
高
知
県
を
担
当
し

て
お
り
ま
し
た
。

　

今
年
も
大
変
暑
い
夏
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、
少
し
で
も
皆
様
の
お
力
と
な
れ
る
よ

う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

全
酪
連
大
阪
支
所
中
四
国
事
務
所
職
員
紹
介

　

６
月
30
日
、
お
か
や
ま
酪
農
協
本
所
に

て
、
お
か
や
ま
酪
農
協
と
オ
カ
ラ
ク
ミ
ー

ト
㈱
よ
り
役
職
員
約
20
名
が
参
列
し
「
畜

魂
祭
」
を
執
り
行
い
ま
し
た
。
畜
魂
祭
は

牛
へ
の
供
養
と
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
、

家
畜
の
魂
を
慰
め
て
命
の
尊
さ
を
再
確
認

す
る
目
的
で
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

　

津
山
市
の
中
山
神
社
よ
り
横
林
神
職
を

お
招
き
し
、
昨
年
度
組
合
よ
り
食
肉
用
と

し
て
出
荷
し
た
経
産
牛
と
肥
育
牛
３
，

７
７
９
頭
の
御
霊
を
鎮
め
る
御
祈
祷
を
し

て
頂
き
ま
し
た
。
続
い
て
檜
尾
組
合
長
他

各
代
表
が
玉
串
を
奉
奠
し
、
牛
の
御
霊
に

感
謝
を
い
た
し
ま
し
た
。

（
流
通
課
）

牛
の
御
礼
霊
を
祀
る
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６
月
12
日
、「
さ
い
だ
い
じ
酪
農
組
合
・

岡
山
県
酪
農
政
治
連
盟
備
前
支
部　

通
常

総
会
」
が
、
瀬
戸
内
市
牛
窓
町
の
「
瀬
戸

の
華
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
催
当
日
は
組
合
員
、
来
賓
の
方
々
合

わ
せ
て
20
名
の
ご
出
席
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

さ
い
だ
い
じ
酪
農
組
合
通
常
総
会
は
、

服
部
組
合
長
の
挨
拶
で
開
会
し
、
お
か
や

ま
酪
農
協
総
務
部　

入
江
部
長
よ
り
ご
祝

辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

総
会
に
先
立
ち
、
乳
質
表
彰
が
行
わ

れ
、
良
質
乳
の
出
荷
に
ご
協
力
を
い
た
だ

い
た
組
合
員
の
方
に
オ
ハ
ヨ
ー
乳
業
㈱
様

よ
り
賞
状
と
さ
い
だ
い
じ
酪
農
組
合
よ
り

副
賞
を
授
与
し
ま
し
た
。
ま
た
、
議
事
に

お
い
て
は
、
第
１
号
議
案
か
ら
５

号
議
案
ま
で
賛
成
多
数
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
岡
山
県
酪
農
政
治
連

盟
備
前
支
部
通
常
総
会
は
、
山
本

支
部
長
の
挨
拶
で
開
会
さ
れ
、
岡

山
県
酪
農
政
治
連
盟
委
員
長　

三

宅
様
よ
り
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
議
事
に
お
い
て
は
、
第
１

号
議
案
か
ら
第
４
号
議
案
ま
で
原

案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
は
、
オ
ハ
ヨ
ー
乳

業
㈱　

田
村
様
よ
り
乾
杯
の
ご
発

声
を
い
た
だ
き
、
来
賓
の
方
々
を

交
え
懇
親
会
を
開
催
し
、
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
ご
多

忙
の
中
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た

ご
来
賓
、
組
合
員
の
皆
様
に
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
西
大
寺
事
務
所
）

さ
い
だ
い
じ
酪
農
組
合
・

酪
政
連
備
前
支
部
総
会

総会風景

　

６
月
15
日
、「
岡
山
県
酪
農
政
治
連
盟

備
南
支
部
・
備
南
酪
農
組
合
通
常
総
会
」

が
、
浅
口
郡
里
庄
町
「
Ｊ
Ａ
晴
れ
の
国
岡

山
鴨
方
支
店
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

東
山
支
部
長
の
開
会
挨
拶
の
後
、
岡
山

県
議
会
議
員　

渡
辺
知
典
様
、
坂
本
亮
平

様
、
岡
山
県
酪
農
政
治
連
盟
委
員
長　

三

宅
穣
次
様
よ
り
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
東
山
議
長
の
進
行
に
よ
り
、
令
和
７

年
度
活
動
報
告
並
び
に
収
支
決
算
、
令

和
８
年
度
運
動
方
針
並
び
に
収
支
予
算

（
案
）、
令
和
８
年
度
会
費
徴
収
の
議
案

に
つ
い
て
事
務
局
よ
り
説
明
が
あ
り
、
す

べ
て
承
認
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

酪
政
連
備
南
支
部
通
常
総
会
の
終
了

後
、
引
き
続
い
て
の
び
な
ん
酪
農
組
合
通

常
総
会
は
、
早
川
組
合
長
の
挨
拶
で
開
会

し
ま
し
た
。
最
初
に
、
令
和
７
年
度
の
良

質
乳
出
荷
者
の
表
彰
が
あ
り
、
表
彰
規
定

に
基
づ
き
最
優
秀
賞
に
三
宅
安
史
さ
ん
、

山
川
善
彦
さ
ん
、
優
秀
賞
に
㈲
希
望
園
が

そ
れ
ぞ
れ
表
彰
さ
れ
、
賞
状
と
賞
金
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
備
中
県
民
局

三
木
総
括
副
参
事
、
お
か
や
ま
酪
農
業
協

同
組
合
安
富
代
表
監
事
を
は
じ
め
、
来
賓

の
皆
様
方
よ
り
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
早
川
組
合
長
の
進
行
に
よ
り
、
第
１

号
議
案
か
ら
第
４
号
議
案
が
審
議
さ
れ
、

す
べ
て
承
認
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

通
常
総
会
終
了
後
、
お
弁
当
を
お
渡
し

し
て
解
散
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
お
忙
し
い
中
ご
出
席
い
た
だ
き

ま
し
た
ご
来
賓
、
組
合
員
の
皆
様
に
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す

（
備
南
事
務
所
）

岡
山
県
酪
農
政
治
連
盟
備
南
支
部
・

備
南
酪
農
組
合
通
常
総
会

乳質表彰者
（左から早川組合長、山川善彦さん、

㈲希望園　山本真五さん）

総会のようす
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６
月
26
日
放
送
の
笑
味
ち
ゃ
ん
天
気
予

報
の
番
組
内
で
、
令
和
７
年
度
牛
乳
・
乳

製
品
利
用
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
の
岡
山
県
大

会
と
中
国
大
会
で
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た

鈴
木
勝
平
太
さ
ん
の
「
お
い
し
く
栄
養

チ
ャ
ー
ジ
！
小
松
菜
ミ
ル
キ
ー
グ
ラ
タ

ン
」
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

ホ
ワ
イ
ト
ソ
ー
ス
に
小
松
菜
の
葉
を

ペ
ー
ス
ト
状
に
し
て
混
ぜ
込
ん
だ
こ
の
グ

ラ
タ
ン
は
、
牛
乳
と
の
相
性
が
良
い
だ
け

で
な
く
栄
養
バ
ラ
ン
ス
に
も
優
れ
て
い

て
、
そ
の
上
美
味
し
い
！
最
優
秀
賞
の
受

賞
も
納
得
の
出
来
栄
え
で
す
。

　

鈴
木
さ
ん
は
県
立
倉
敷
天
城
高
校
の
３

年
生
（
取
材
時
）
で
、
身
長
１
８
０
㎝
の

高
身
長
！
や
は
り
「
牛
乳
は
幼
い
頃
か
ら

た
く
さ
ん
飲
ん
で
ま
す
」
と
の
こ
と
。
大

学
進
学
を
目
指
し
て
勉
強
に
励
ん
で
い
る

な
か
、
平
日
の
午
前
中
に
も
関
わ
ら
ず
取

材
を
引
き
受
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
牛
乳
を
し
っ
か
り
飲
ん
で
、
暑

い
夏
を
乗
り
切
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　

取
材
に
同
席
し
て
い
た
だ
い
た
小
林
先

生
か
ら
は
「
理
系
男
子
な
ら
で
は
の
発
想

で
研
究
さ
れ
た
メ
ニ
ュ
ー
を
丁
寧
に
作
っ

て
い
る
姿
が
頼
も
し
く
思
え
ま
し
た
」
と

の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

令
和
８
年
度
も
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
を
開

催
し
ま
す
の
で
、
た
く
さ
ん
の
応
募
が
あ

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
取
材
に
つ
き
ま
し
て
は
、
日
程

調
整
の
段
階
か
ら
全
面
的
に
ご
協
力
を
い

た
だ
い
た
小
林
先
生
を
は
じ
め
、
倉
敷
天

城
高
校
の
皆
様
方
に
は
大
変
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ

の
場
を
借
り
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
生
乳
課
）

　

番
組
で
は
、
曜
日
に
よ
り
テ
ー
マ
を
決

め
て
放
送
し
て
い
ま
す
。

・
月
曜
日　

担
い
手
・
Ｊ
Ａ
職
員
紹
介
・

高
校
生
の
紹
介

・
火
曜
日　

農
畜
産
物
の
紹
介

・
水
曜
日　

火
曜
日
に
紹
介
し
た
農
畜
産

物
を
使
っ
た
料
理
の
紹
介
・

栄
養
士
に
よ
る
料
理
・
栄
養

等
の
紹
介

・
木
曜
日　

Ｊ
Ａ
活
動
紹
介
・
市
町
村
の

紹
介

・
金
曜
日　

直
売
所
・
イ
ベ
ン
ト
紹
介

　

搾
乳
等
お
忙
し
い
時
間
帯
の
放
送
に
な

り
ま
す
が
、
ご
都
合
の
つ
く
と
き
は
ぜ
ひ

観
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
取
材
に
も
ご
協

力
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

鈴木勝平太さんと難波リポーター

笑
味
ち
ゃ
ん
天
気
予
報
が
や
っ
て
き
た
！

（
Ｒ
Ｓ
Ｋ
テ
レ
ビ　

月
～
金　

18
時
50
分
よ
り
）

笑味ちゃん天気予報
YouTubeチャンネル

　

お
か
ら
く
女
性
部
は
６
月
26
日
、「
第
18
回
お
か
ら
く
女
性
部
全
体
交
流
会
」
を
ま
き

ば
の
館
で
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
と
な
り
ま
し
た
が
、バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

を
楽
し
み
な
が
ら
、
終
始
に
ぎ
や
か
な
雰
囲
気
で
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

交
流
会
で
は
、
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
経
産
牛
の
熟
成
肉
な
ど
の
食
べ
比
べ
を
実
施
し
、
味

や
食
感
の
違
い
を
体
験
し
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
や
わ
ら
か
さ
や
風
味
が
違
う
」

と
い
っ
た
声
も
聞
か
れ
、
食
を
通
し
て
付
加
価
値
に
つ
い
て
学
ぶ
良
い
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
デ
ザ
ー
ト
に
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
作
り
に
も
挑
戦
し
ま
し
た
。
簡
単
に
楽
し
く

作
れ
る
こ
と
に
驚
き
の
声
が
上
が
り
、
完
成
し
た
ア
イ
ス
を
み
ん
な
で
お
い
し
く
味
わ

い
ま
し
た
。

　

参
加
者
同
士
の
交
流
が
深
ま
り
、笑
顔
あ
ふ
れ
る
有
意
義
な
交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
お
か
ら
く
女
性
部
一
同
）

女
性
部
全
体
交
流
会
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●

●

●

ひ

ろ

ば

事

報

理

会

告

　

令
和
８
年
６
月
１
日
、
第
３
１
３
回
理

事
会
を
理
事
９
名
、
監
事
３
名
が
出
席

し
、
開
催
し
た
。

　

檜
尾
組
合
長
よ
り
酪
農
一
般
情
勢
等
に

つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。

　

次
に
令
和
８
年
５
月
14
日
・
15
日
に
実

施
し
た
令
和
７
年
度
に
係
る
監
事
監
査
の

結
果
に
つ
い
て
各
監
事
よ
り
報
告
が
あ
っ

た
。

　

そ
の
後
、
次
の
事
項
を
協
議
し
、
決
定

し
た
。

○
令
和
８
年
度
生
乳
需
給
安
定
化
対
策
に

つ
い
て

　

令
和
８
年
度
４
月
の
生
乳
需
給
安
定
化

対
策
の
進
捗
状
況
等
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

○
出
資
配
当
に
つ
い
て

　

令
和
７
年
度
出
資
配
当
率
に
つ
い
て
協

議
し
、
配
当
率
２
％
と
し
、
総
会
に
諮
る

こ
と
と
し
た
。

○
第
14
回
通
常
総
会
提
出
資
料
に
つ
い
て

　

６
月
22
日
開
催
す
る
第
14
回
総
会
に
お

け
る
提
出
議
案
・
内
容
を
確
認
し
、
了
承

し
た
。

○
令
和
８
年
度
全
戸
巡
回
に
つ
い
て

　

全
戸
巡
回
の
開
催
に
つ
い
て
協
議
し
、

今
年
度
は
11
月
頃
行
う
こ
と
を
決
定
し
た
。

○
近
代
化
リ
ー
ス
に
つ
い
て

　

近
代
化
リ
ー
ス
の
現
在
の
貸
出
条
件
・

金
利
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

○
そ
の
他
一
般
証
書
貸
付
金
　
融
資
要
領

の
変
更
に
つ
い
て

　

酪
農
新
規
参
入
時
、
柔
軟
な
資
金
投
入

が
行
え
る
よ
う
支
援
す
る
た
め
、
そ
の
他

一
般
証
書
貸
付
金　

融
資
要
領
の
一
部
変

更
に
つ
い
て
内
容
を
確
認
し
、承
認
し
た
。

○
報
告
事
項

　

経
営
動
態
調
査
取
り
ま
と
め
状
況
に
つ

い
て
、
乳
用
牛
検
定
審
査
受
賞
者
表
彰
に

つ
い
て
、
永
年
勤
続
表
彰
に
つ
い
て
、
全

酪
連
夏
ギ
フ
ト
の
拡
売
に
つ
い
て
報
告
し

た
。

　

梅
雨
の
時
期
か
ら
夏
本
番
へ
、
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
健
や
か
に
お
過
ご

し
で
し
ょ
う
か
？
ジ
メ
ジ
メ
し
た
梅
雨

時
期
も
熱
帯
夜
が
続
く
こ
れ
か
ら
の
時

期
も
、
で
き
る
こ
と
な
ら
お
風
呂
に
は

入
り
た
く
な
い
、
普
段
か
ら
湯
舟
に
は

浸
か
ら
ず
に
シ
ャ
ワ
ー
だ
け
で
済
ま
せ

て
い
る
、
な
ん
て
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る

と
は
思
い
ま
す
が
、
今
日
は
ぜ
ひ
と
も

知
っ
て
ほ
し
い
各
地
の
温
泉
を
紹
介
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

恐
ら
く
年
齢
や
性
別
に
関
係
な
く
、

温
泉
や
サ
ウ
ナ
が
好
き
な
方
は
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
か
く
い
う
私
も

温
泉
が
好
き
で
堪
ら
な
い
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
ド
ラ
イ
ブ
や
旅
行
の
行

き
先
と
し
て
、
そ
の
土
地
な
ら
で
は
の

食
事
や
温
泉
を
目
当
て
に
計
画
す
る
こ

と
が
多
く
、
過
去
に
は
日
帰
り
温
泉
を

探
し
て
ド
ラ
イ
ブ
に
出
か
け
て
い
た
時

期
も
あ
り
、
印
象
深
い
場
所
を
勝
手
な

部
門
ご
と
に
紹
介
し
ま
す
。

探
し
て
で
も
夏
に
行
き
た
い
部
門

○
島
根
県
：
千
原
温
泉
（
ナ
ト
リ
ウ
ム

―
塩
化
物
・
硫
酸
塩
泉
）

　

石
見
銀
山
ま
で
ド
ラ
イ
ブ
し
た
後
に

雑
誌
で
経
路
を
た
ど
っ
て
い
て
気
に
な

産
に
登
録
さ
れ
た
「
つ
ぼ
湯
」
が
あ
る

温
泉
。「
つ
ぼ
湯
」
は
30
分
交
替
制
の

た
め
時
間
的
に
入
る
こ
と
が
で
き
ず
公

衆
浴
場
に
入
り
ま
し
た
が
、
湯
の
花
の

量
は
過
去
イ
チ
の
温
泉
で
す
。

　

改
め
て
過
去
の
記
憶
を
呼
び
起
こ
し

な
が
ら
、
現
在
の
状
況
を
調
べ
て
み
る

と
施
設
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
て
い
た

り
、
入
浴
料
の
値
上
げ
も
（
以
前
は
無

料
で
あ
っ
た
場
所
も
）
あ
っ
た
り
、
20

年
以
上
前
に
訪
れ
た
場
所
が
ほ
と
ん
ど

な
の
で
、
当
然
と
言
え
ば
当
然
。
今
後

ま
た
時
間
を
作
っ
て
温
泉
め
ぐ
り
を
し

た
い
も
の
で
す
。

り
、
改
め
て
探
し
な
が
ら
行
っ
た
温

泉
。
広
島
県
三
次
市
か
ら
島
根
県
太
田

市
に
向
か
う
山
間
部
に
あ
り
、
足
元
か

ら
源
泉
が
湧
き
出
て
く
る
お
風
呂
で
野

性
味
が
あ
り
、
泉
温
は
34
℃
と
低
い
の

で
夏
場
に
ゆ
っ
く
り
入
り
た
い
温
泉
で

す
。

海
が
見
え
る
絶
景
露
天
風
呂
部
門

○
和
歌
山
県
：
白
浜
温
泉
崎
の
湯
（
ナ

ト
リ
ウ
ム
―
塩
化
物
泉
）

　

関
西
圏
で
は
有
名
な
リ
ゾ
ー
ト
地
で

あ
る
白
浜
町
、
白
良
浜
海
水
浴
場
の
近

く
に
あ
る
海
に
面
し
た
露
天
風
呂
。
湯

船
か
ら
波
打
ち
際
ま
で
の
距
離
が
近

く
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

で
あ
り
、
肌
で
海
を
感
じ
ら
れ
る
温
泉

で
す
。

夜
の
海
を
眺
め
る
露
天
風
呂
部
門

○
福
井
県
：
越
前
温
泉
露
天
風
呂
漁
火

（
ナ
ト
リ
ウ
ム
―
塩
化
物
泉
）

　

敦
賀
市
か
ら
越
前
岬
に
向
か
っ
て
伸

び
る
越
前
海
岸
沿
い
に
あ
る
露
天
風

呂
。
海
岸
沿
い
の
道
路
は
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
西
向
き
で
、
特
に
夕
日
が
き
れ
い

な
ド
ラ
イ
ブ
コ
ー
ス
と
し
て
有
名
で
す

が
、
イ
カ
漁
の
時
期
の
日
没
後
に
は
幻

想
的
な
漁
火
を
眺
め
ら
れ
る
こ
と
で
も

人
気
が
あ
る
温
泉
で
す
。

も
う
一
度
ゆ
っ
く
り
行
き
た
い
部
門

〇
和
歌
山
県
：
湯
の
峰
温
泉
（
含
硫
黄

―
Na
―
炭
酸
水
素
塩
泉
）

　

熊
野
本
宮
近
く
に
位
置
し
、
世
界
遺

日
帰
り
温
泉
の
旅

津
山
事
務
所　

小
島　

悟
司
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生乳販売量（令和8年度）

6，５００

7，0００

7，５００

8，０００

8，５００
ｔ

購買取扱数量（令和8年度）生乳販売量（令和7年度） 購買取扱数量（令和7年度）

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３
4，5００

5，0００

5，５００

6，0００

6，５００
ｔ

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３

お か ら く 事 業 実 績

1t＝0.0281t＝0.028

生　乳　統　計 ※中央酪農会議速報より抜粋

全 国

岡山県

北海道

月

５

５
４～５

４～５
５

用　途　別　処　理　量（トン)
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６
月
に
つ
い
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、
夏
分
娩
中
心
と
な
り
、
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万
円
（
前
月
比
５
万
６
千
円
安
・
前

年
比
３
万
１
千
円
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）
と
値
下
げ
で
推
移
し
ま
し
た
。

　

７
月
に
つ
い
て
は
、
出
回
り
頭
数
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
な
か
、
本
格
的
な
暑
熱
期

を
迎
え
る
こ
と
に
伴
い
輸
送
を
控
え
る
動
き
も
想
定
さ
れ
る
た
め
、
初
妊
牛
相
場
に
つ

い
て
は
、
弱
含
み
で
推
移
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
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主な行事
７月

６日　蒜山地区酪農組合総会

８日　岡山県酪農政治連盟総会

９日　全国酪農青年女性発表大会（～10日）

15日　びほく酪農組合総会

17日　おかやまホルスタイン改良同志会総会

21日　おかやま酪農ヘルパー利用組合総会

22日　岡山県全共出品対策協議会総会

23日　管理職会議

29日　備新青年部交流会

31日　理事会

８月

６日　定例監事監査（〜７日）

20日　業務委員会

24日　管理職会議

31日　理事会
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